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　はじめに

サバ科サワラ属（Scombridae: Scomberomorus）

は世界で 18種が有効種として認められており

（Collette and Nauen, 1983），そのうち，日本から

はヨコシマサワラ S. commerson (Lacepède, 1800)，

タイワンサワラ S. guttatus (Bloch and Schneider, 

1801)，ヒラサワラ S. koreanus (Kishinouye, 1915)，

サワラ S. niphonius (Cuvier, 1831)，ウシサワラ S. 

sinensis (Lacepède, 1800)の 5種が知られている（中

坊・土居内，2013）．

2015年 1月 19日に鹿児島県日置市東市来町沖

で 1個体のヒラサワラが採集された．この標本は

鹿児島県における本種の標本に基づく初めての記

録となるとともに，日本沿岸における 2番目の記

録になるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はMarr and Schaefer (1949)を改

変した Gibbs and Collette (1967)にしたがった．計

測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまで行った．

ヒラサワラの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された鹿児島県産の 1標本（KAUM–I. 68335）

のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．本報告中で用いられて

いる研究機関略号は以下の通り．FRSKU–京都大

学舞鶴水産実験所；KAUM–鹿児島大学総合研究

博物館．

　結果と考察

Scomberomorus koreanus (Kishinouye, 1915)

ヒラサワラ　（Figs. 1–2）

Cybium koreanum Kishinouye, 1915: 11, pl. 1-6 (type 

locality: western coast of Korea).

標本　KAUM–I. 68335，鹿児島県日置市吹上浜

江口漁港沖（31°38′N, 130°15′E），2015年 1月 19日，

岩坪洸樹・田中　積．

記載　本標本は吻端を損傷しており，体長お

よび尾叉長を計測することはできなかった．背鰭

16棘 21軟条；臀鰭 21軟条；胸鰭 21軟条；腹鰭

1棘 5軟条；第 1鰓弓上枝鰓耙 3本；下枝鰓耙 12

本；総鰓耙 15本．体は細長い卵型で尾柄部はよ

く側扁する．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．

体高は胸鰭の 191.0%と高く，第 2背鰭起部で最

大．胸鰭基底上端は背鰭および腹鰭起部より前方，

鰓蓋後縁よりも後方に位置し，下端は背鰭第 3棘

条起部直下と第 4棘条起部直下の間に位置する．

胸鰭後端は尖り，背鰭第 11棘条起部直下に達す

る．腹鰭は短く，胸鰭の 34.9%．腹鰭起部は胸鰭

第 5軟条起部直下に位置し，たたんだ腹鰭の後端
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は背鰭第 6棘条起部直下に位置する．背鰭起部は

腹鰭起部直上に位置する．背鰭第 1棘条は短く，

眼窩径の 89.0%．第 1背鰭基底は長く，第 2背鰭

基底の 137.2%．第 1背鰭と第 2背鰭は近接する．

第 2背鰭起部は臀鰭起部よりも前方に位置し，第

2背鰭基底後端は臀鰭第 18軟条起部直上に位置

する．臀鰭起部は第 1背鰭第 8軟条起部直下に位

置する．第 2背鰭および臀鰭は鎌状．尾鰭は二叉

型で，深く湾入する．肛門は臀鰭起部直前に開孔

し，腹鰭基底前端から肛門前縁までの距離は大き

く，胸鰭基底上端から背鰭起部までの距離の

435.1%．側線は完全で，胸鰭基部上方から始まり，

前部で上下に微小な枝脈を出し，細かく波打ちな

がら第 2背鰭起部直下付近から緩やかに下降し，

尾柄にかけて走る．眼窩および瞳孔はそれぞれ円

形．鼻孔は 2対で眼の前方に位置する．前鼻孔は

Fig. 1. Fresh specimen of Scomberomorus koreanus (KAUM–I. 68335, Kagoshima Prefecture, Japan; ca. 842 mm standard length).

Fig. 2. Lateral view of viscera of Scomberomorus koreanus (KAUM–I. 68335, Kagoshima Prefecture, Japan). Arrows indicate bends of 
intestine.
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円形で，後鼻孔は背腹方向に長い長楕円形で，互

いに近接する．鰓耙は細長く，先端は丸い．擬鰓

を有する．口裂は大きく，上顎後端は眼窩後縁よ

りわずかに後ろに位置する．主上顎骨後端は露出

する．両顎歯は強く側扁し，三角形で，それぞれ

1列に並ぶ．口蓋骨歯，鋤骨歯および基舌骨歯は

歯帯をそれぞれ形成する．鰓蓋後縁は円滑．尾柄

の上下に小さい隆起線があり，中央部にひだ状の

隆起線がある．鰾を欠く．腸の巻き方は複雑で，

4曲点がある．

色彩　生鮮時の色彩―体背面は黒色．体側上

部は薄墨色で，体側には小黒斑が散在する．体腹

面は一様に銀色．第 1背鰭は一様に淡い黒色．第

2背鰭，背鰭後方の小離鰭，胸鰭および尾鰭は灰

色がかった黒色．腹鰭は一様に灰色．臀鰭および

臀鰭後方の小離鰭は白色．尾柄の隆起は一様に黒

色．虹彩は白色で，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　インド・ムンバイ以東のインド洋，シ

ンガポール，インドネシア・スマトラ島から朝鮮

半島南西岸にかけての西太平洋に分布する（岸上，

1915；Collette and Nauen, 1983; Collette and Russo, 

1984; Collette, 2001；中坊・土居内，2013）．国内

では若狭湾（Nakamura and Nakamura, 1982）およ

び鹿児島県（本研究）から報告がある．

備考　本標本は上顎後端が露出し，眼窩後縁

よりわずかに後ろに位置すること，両顎歯は強く

側扁し，三角形であること，口蓋骨歯と鋤骨歯は

歯帯をそれぞれ形成すること，第 1鰓弓上枝鰓耙

数が 3であること，第 1背鰭棘数が 16であるこ

となどが Collette and Nauen (1983)や Collette and 

Russo (1984)，Collette (2001) が 報 告 し た Scom-

beromorusの標徴と一致した．さらに，背鰭軟条

が 21本であること，臀鰭軟条が 21本であること，

第1鰓弓総鰓耙が15本であること，側線は完全で，

胸鰭基部上方から始まり，前部で上下に微小な枝

脈を出し，細かく波打ちながら第 2背鰭起部直下

付近から緩やかに下降し，尾柄にかけて走ること，

腸の巻き方は複雑で，4曲点があることなどの特

徴が Nakamura and Nakamura (1982)や Collette and 

Nauen (1983)，Collette and Russo (1984)，Collette 

(2001)， 中 坊・ 土 居 内（2013） の 報 告 し た

Scomberomorus koreanusの標徴とよく一致した．

なお，本標本から得られた計数値は Nakamura 

and Nakamura (1982) や Collette and Nauen (1983)，

Collette and Russo (1984)，Collette (2001)，中坊・

土居内（2013）の示した S. koreanusの計数値と

一致した．本種は側線前部で上下に微小な枝脈を

だすこと，腸に 4曲点があることなどで同属他種

から識別される（Collette and Russo, 1984）．

Scomberomorus koreanusは韓国西岸から得られ

た標本に基づき岸上（1915）によって Cybium 

koreanumとして新種記載され，同時に和名ヒラ

サハラが提唱された．その後，Nakamura and 

Nakamura (1982)は 1978年 11月に若狭湾で採集

されたヒラサワラ 3標本（FRSKU W622, 625, 

650，標準体長 285–342 mm）を報告し，これが

ヒラサワラの日本沿岸からの初記録となった．そ

の後，本種の日本沿岸からの標本に基づく報告は

なく，本報告が鹿児島県におけるヒラサワラの標

本に基づく初めての記録ならびに日本沿岸からの

2例目の記録となる．
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